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７
月
７
日
か
ら
９
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
、
主
要
８
か
国
（
Ｇ

８
）
の
各
国
首
脳
に
よ
り
、
今
サ
ミ
ッ
ト
の

主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
お
い
て
も
６
月
号
に
お
い
て
紹

介
し
た
「
北
海
道
環
境
宣
言
」
や
、
各
事
業

所
や
個
人
で
の
環
境
を
意
識
し
た
取
り
組
み

な
ど
、
地
球
環
境
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
っ

た
機
運
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
和
寒
町
で
の
環
境
対
策

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
だ
ま
だ
検
討
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物
価
高
や
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
世
界
的
に
化
石
燃

料
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
一
般
的
に
植
物
起
源

の
有
機
資
源
を
バ
イ
オ
マ
ス
と
呼
び
、
農
産

系
の
稲
わ
ら
や
籾
殻
、
畜
産
系
の
家
畜
糞

尿
、
林
産
系
の
林
地
残
材
や
建
築
廃
材
、
廃

棄
物
系
の
家
庭
ご
み
な
ど
、
様
々
な
も
の
が

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
で
き
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　

こ
れ
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
植
物
の
成
長

過
程
で
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
と

燃
焼
し
た
と
き
の
排
出
量
が
同
等
に
な
る
こ

と
か
ら
、
環
境
悪
化
に
つ
な
が
ら
な
い
と
し

て
地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
な
り
、
資
源
循
環
型
の
ク
リ
ー
ン
な

環
境
を
創
出
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
下
川
町
で
行
わ
れ
て
い
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
や
廃
食
油
に
よ

る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
生
成
の
研
究
、

さ
ら
に
は
道
内
企
業
で
の
籾
殻
ペ
レ
ッ
ト
や

牛
糞
ペ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
稲
わ
ら
か
ら
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
工
場
が
建
設
さ

れ
る
な
ど
加
速
的
に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
和
寒
町
で
は
ど
の
よ
う
な
バ
イ

オ
マ
ス
原
料
と
な
る
資
源
を
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
こ
れ
ら
資
源
を
有
効
に
活
用

で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
な
に

か
と
い
っ
た
、
様
々
な
視
点
で
調
査
研
究
を

行
う
た
め
、
庁
舎
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
他
市
町
村

や
関
連
企
業
、
公
的
機
関
の
研
究
施
設
な
ど

へ
の
視
察
等
を
行
い
な
が
ら
、
長
期
的
な
視

点
を
持
ち
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

◆先進的事例①【下川町】

　地域の基本財産である森林を活かし環境に配慮

したまちづくりを推進するため、林地残材や木質

系資源作物などの木質バイオマスを燃料とした木

質バイオマスボイラーを五味温泉と町立幼児セン

ターに設置するなど、温室効果ガスの排出削減や

循環型社会の構築をめざしている。また、安定的

な資源の確保を図るため、やなぎの試験栽培や廃

食油のバイオディーゼル燃料化の研究が進められ

ている。これらの森

林資源を有効に活用

することにより、ペ

レット等製造施設等

の整備など新たな産

業創出等の波及効果

が期待されている。

（下川町バイオマス

タウン構想より）
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町
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
委

員
会
・
作
業
部
会
を
組
織
し
、
行
政
と
し
て

の
先
導
的
、
模
範
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
一
事
業
所
（
役
場
）
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
地
球
温
暖
化
対

策
と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
定
め
た
実

行
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
策
定
の
経
緯

　

平
成
９
年　

月
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た

12

「
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約

第
３
回
締
約
国
会
議
」
に
お
い
て
、
先
進
国

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
具
体
的

な
削
減
目
標
な
ど
を
取
り
決
め
た
『
京
都
議

定
書
』
が
採
択
さ
れ
、
平
成　

年
か
ら　

年

20

24

ま
で
の
期
間
内
に
６
％
削
減
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
京
都
議
定
書
目

標
達
成
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成　

年
20

か
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
た
計
画
期
間
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
目
標
達
成
に
む
け
た
実
行
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
地
球
温
暖
化

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
情
報
提

供
や
啓
蒙
・
啓
発
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

◆
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
活
動
量

（
使
用
量
等
）
に
排
出
係
数
と
地
球
温
暖
化

係
数
を
乗
じ
て
算
定
し
ま
す
。

◆
町
有
施
設
の
排
出
量
は
？

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
を
基
準
年
度
と
す

19

る
た
め
、
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
有

施
設
及
び
公
用
車
を
対
象
と
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
原
因
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
Ａ
重
油
な
ど
の
活
動
量
（
使
用
量
等
）

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
集
計
し
た
活
動
量
に
排
出
係

数
及
び
地
球
温
暖
化
係
数
を
乗
じ
た
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
は
表
１
の
と
お
り
全
体
で

３
、
６
７
４
ト
ン
と
な
り
、
二
酸
化
炭
素 

（ 
Ｃ
Ｏ
２

）
が
全
体
の
約　

％
を
占
め
、
次

95

い
で
メ
タ
ン
（ 
Ｃ
Ｈ
４

）
が
約
４
％
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

◆先進的事例②【東川町】

　基幹産業である製材加工事業所で発生する未利

用廃材を利用し、木質バイオマス資源によるガス

化発電を行い、発生した熱、電力を製材加工事業

所エリアのエネルギーとして供給し利用する。ま

た、林地残材による木質バイオマス資源を利用し

て、炭を製造し、もう一つの基幹産業である農業

ハウス等の暖房用燃料や、農地の土壌改良剤とし

て普及供給できるよう調査研究を進めている。

　さらに、観光エリアであるホテル街や、一般家

庭の廃食油を収集し精製することでバイオディー

ゼル燃料とし、町内の公用車や、製材・木材加工

場内の作業車両の燃料として供給し、地球温暖化

の防止、地域の活性化と戦略的産業の育成に期待

されている。

（東川町バイオ

マスタウン構想

より）
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ＩＰＣＣ※が定めているガイドラ
インにある標準的な値。日本では
排出実態にあった係数に見直した
ものを用いています。
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二酸化炭素を「１」とした場合に
当該効果に対する比

��������

科学的・技術的・社会経済的な知
見を取りまとめて各国政府に助言
する科学者及び政府代表者で構成
される政府間機構

単位：�表１

総排出量
ハイドロフルオロ
カーボン類

一酸化
二窒素メタン二酸化炭素温室効果

ガス （HFC）（N２O）（CH４）（CO２）

3,674,39366365,290135,0303,473,411年間排出量

100.00％0.02％1.78％3.67％94.53％排出割合
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　3,674トンといっても、一体どれくらいの排出量になるのでしょうか。95％を占める二酸化炭素の質量は
22.4�で44�（０℃１気圧）となり、体積に換算すると約187万�を排出したことになります。
　札幌ドームの体積は158万�であることから、平成19年度に町有施設で排出した温室効果ガス総排出量は
�������	
��、また、�������	
����������������������� !��
��に相当することがわかります。

温室効果ガス排出量の算定方法など、詳細は住民課環境衛生係（℡32-2421）までお問い合わせください。




